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市民に愛される国立公園を、一層自然豊かな森へ 

３／２１（土）第２回「ベトナム ハノイ植樹」開催 
日本、ベトナムのボランティア６００人の方々と５,０００本の木を植えます 

 

 

公益財団法人イオン環境財団（理事長 岡田卓也 イオン株式会社名誉会長相談役、以下、

当財団）は３月２１日（土）、ベトナム社会主義共和国（以下、ベトナム）ハノイ近郊の

バ・ヴィ国立公園において「ベトナム ハノイ植樹」を開催します。 

 

ハノイ西部に位置するバ・ヴィ国立公園は、自然豊かな憩いの場として市民の方々に   

親しまれています。一方で、ベトナム戦争時の爆撃被害や戦後復興時の住宅・家具等への

材木利用、及び近隣住民の生活伐採によって荒廃した森が放置されてきました。 

当財団はベトナム国家大学ハノイ校と協力し、森の再生植樹の実施と地域の学生や住民

への環境教育の支援を通じて公園内の豊かな自然を回復させるべく、昨年より３ヵ年計画

で植樹活動を開始しました。２回目となる本年は、日本とベトナムのボランティア６００

人の方々とともに、ショウナンボク、アオギリ、コナラなどの地域に自生する５,０００本

の木を植えます。 

当財団は、これまでに２０１０年から２０１２年までベトナムのフエ省で合計７万本の

植樹活動を行ってきました。ベトナムでの植樹は２ヵ所目となります。このたびの植樹活

動により、ハノイでの累計植樹本数は７,５００本となります。 

今年度の植樹活動では、海外でカンボジアプノンペン、ミャンマーヤンゴン、国内で  

北海道厚真町、千葉県浦安市、宮崎県綾町において実施する予定です。 

 

イオンは、地球の豊かな自然とくらしのため、これからも国内外で地域の方々とともに

木を植えてまいります。 

 

 

記 

 

日  時：２０１５年３月２１日 （土）９：３０～１１：００ 

場 所：ベトナム社会主義共和国 ハノイ西部 バ・ヴィ国立公園 

（Bavi National Park,Hanoi,Vietnam） 

参加人数：６００人（日本のボランティア１５０人、ベトナムのボランティア ４５０名） 

植樹本数：５,０００本 

主 催：公益財団法人イオン環境財団 

協 力：ベトナム国家大学ハノイ校自然資源管理・環境研究センター 

       イオンベトナム、イオンモールベトナム 

樹 種：ショウナンボク、アオギリ、コナラなど 

植樹面積：１０ｈａ 

出 席 者：ベトナム国家大学ハノイ校自然資源管理・環境センター 名誉総長 ボ・クイ様 

（予定） ベトナム社会主義共和国・ハノイ市政府関係者様 

     公益財団法人イオン環境財団 評議員（イオン株式会社代表執行役社長） 岡田 元也 

     イオン株式会社 ベトナム代表                                 尾山 長久 

 

以上 

 

 



ご参考 

【公益財団法人イオン環境財団について】 

当財団は、地球環境を守るためのさまざまな活動を実施するとともに、同じ志を持つ  

各団体への支援を目的として１９９０年に設立されました。設立以来、生物多様性の保全

のため、植樹活動や環境ＮＧＯ・ＮＰＯの支援、国際会議の実施に継続的に取り組んでい

ます。今年は設立２５周年を迎えることを記念し、中国の北京で「日中環境問題国際シン

ポジウム」を開催する予定です。 

※公益財団イオン環境財団ホームページ http://www.aeon.info/ef/ 

 

◆「The MIDORI Prize for Biodiversity（生物多様性みどり賞）」 

当財団が２０１０年に創設した本賞は、生物多様性の保全と持続可能な利用等に関し、

世界・地域レベルで顕著に貢献している個人を顕彰する隔年開催の国際賞として、昨年で

３回目の開催を迎えました。２０１２年に開催した第２回では、戦争で疲弊した国土の緑

化を通じて他の開発途上国における自然環境保全・修復の手本を示し、破壊された自然の

再生に取り組まれたベトナム国家大学ハノイ校自然資源管理・環境研究センター名誉総長 

ボ・クイ博士を顕彰しました。このたびのハノイ植樹は、ボ・クイ博士の大きなご尽力を

賜り実現したものです。 

※生物多様性オンラインマガジン「The MIDORI Press」http://www.midoripress-aeon.net/ 

 

 

【ベトナムでの環境・社会貢献活動について】 

 ベトナムでは、公益財団法人イオン環境財団による活動のほか、グループ主要企業各社

で構成される一般財団法人イオンワンパーセントクラブを通じてさまざまな活動を行って

います。 

 

◆ティーンエイジ アンバサダー（※（一財）イオン１％クラブ主催） 

 １９９０年より実施している高校生の国際交流事業「ティーンエイジ アンバサダー」に

おいて、日本とベトナムの高校生が２００７年、２０１４年に参加し、交流を深めまし

た。小さな大使（アンバサダー）として、両国の政府、大使館への表敬訪問、授業体験

やホームステイを通じて価値観の多様性を学び、相互理解を深めています。 

 

◆学校建設支援事業（※（一財）イオン１％クラブ主催） 

２０００年より、お客さまや従業員から寄せられた募金に、イオンがほぼ同額を拠出し、

学校建設の支援をはじめ、学習に必要な教材の提供や教員の育成プログラムなどの支援

を行っています。ベトナムでは、２０１０年から２０１３年にかけて３０校の小学校建

設を支援しました。 

 

◆イオン スカラシップ（※（一財）イオン１％クラブ主催） 

２０１１年にベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学と「人材の採用」「小売の

発展をテーマとした共同研究」「インターンシップの受け入れ」などの取り組みを含めた

パートナーシップを締結しました。また、同年よりイオンの奨学金制度「イオン スカラ

シップ」をスタートし、ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学、ホーチミン

教育大学、ベトナム国家大学ハノイ人文社会科学大学、ハノイ貿易大学の学生のべ   

３９０人に奨学金を付与しています。 

 

◆環境をテーマにした学生の国際交流（※「アジア学生環境交流フォーラム（ASEP）」（公財）イオン環財団主催、 

「アジア・ユースリーダーズ」（一財）イオン１％クラブ主催） 

２０１４年に、（一財）イオン１％クラブが「アジア・ユースリーダーズ」をハノイ   

にて開催しました。参加者は「大気汚染」の問題についてディスカッションの上、現地

政府に改善・解決策を提案しました。 

今年は、当財団が２０１２年に開始した「アジア学生環境交流フォーラム（ASEP）」を

ハノイにて開催する予定です。「生物多様性と人」をテーマに、生物多様性の保全と社会

経済の発展の関係について理解を深めていきます。 

http://www.aeon.info/ef/
http://www.midoripress-aeon.net/

